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　 本 発 表 で は 、慶 雁義 塾大学 湘南藤 沢 キ ャ ン バ ス に お け る 英 語教育 の 試 み に つ い て 、そ の

概 要 を述 べ る 。ま ず第 1 節 に お い て 、外 国語教育 全体 の 枠組 み に っ い て 概 説す る 。 第 2 節

で は 、英 語 の イ ン テ ン シ ヴ ・プ ロ グ ラ ム の 構 成 と 、カ リ キ ュ ラ ム を 設 計 す る 際 の 基 本的 な

考 え 方 を述 べ た上 で 、具 体 的 な 授 業 形 態 の 例 を紹 介 す る 。最後 に 、第 3 節 で 今後 の 検討課

題 に つ い て 触れ る 。

L 　外 国 語 教育全 体の 枠粗 み

LI ．　 カ リキ ュ ラ ム の 構 成 と単位 数

　外国 語関 係 カ リキ ュ ラ ム は 、 〔1） 総 合講座 、 （2＞イ ン テ ン シ ヴ ・
コ

ー
ス 、　 ｛3）　if養 外 国

語か ら 構成 さ れ る 。提 供 さ れ る 学 年 、学 期 、お よ び 単位 数 は 以下 の 通 りで あ る 。

1 学年

2 学年

3 学 年

春 学期 　総 合講 座 「諸 国語概説 」

秋学 期　 Intensive 　 Course 〔1）

春学 期　 Intensive 　 Course ｛II）

秋学期 　Intensive 　 Course ｛III）

春 学 期 　教 養 外 国 語

90分 x1 コ マ ／ 週 〔2 単位 ）

50分 x8 コ マ ／ 週 （4 単位 ）

50分 x10 コ マ ／ 週 （4 単 位 ）

50分 x6 コ マ ／ 週 （4 単位 ）

90分 x2 コ マ ／逓 （4 単 位）

卒 業 に 必 要 な外 国 語科 目 （イ ン テ ン シ ヴ 、お よ び 教養外 国語 ｝の 単 位数 は 16単位 で あ る 。

た だ し 、 1 学 年 の 春学 期 の 「総合講 座」 （一般教育 科 目 ； 2 単 位 ） も 必修で あ る 。イ ン テ

ン シ ヴ ・コ
ー

ス の 週 あ た りの 授業時 間数 は 言語 に よ り多少 異 な る 。 上 の 表 は英語 の 場含 を

示 した も の で あ る e 外 国語教育 の 中心 は 1 学 年秋学 期か ら始 ま るイ ン テ ン シ ヴ ・コ
ー

ス で

あ る が 、 3 年次 で は 、イ ン テ ン シ ヴ ・コ ース で 履修 し なか っ た 外国語 を 「教養外 国語 」 と

し て 履 修 す る こ と に な る 。ま た 、英語 以外の 言 語 に つ い て は 3 ・4 学 次 に 履 修 可能 な 中 ・

上 級 コ ース （自由科 目 ） が 設 け られ て い る 。

LZ 　第 1 外 国 語 の 選択 性導 入

　慶慝 義塾大 学 湘南 藤沢 キ ャ ン バ ス で の 外国語教 育 プ ロ ダ ラ ム の 最 も 大 きな 特徴 は 、第 1

外 国 語 と し て 履 修 で きる 言語 を英語 だ け に限 らず 、 6 言 語 （英語 、独語 、仏 語 、中国語 、

朝 鮮語 、マ レ
ー ・イ ン ドネ シ ア 語 ）の う ち い ず れ か を選 択 で き る よ うな 方式 を導 入 した こ

と で あ る 。 こ れ は 、従 来の 第 2 外 国語 教育 の 非能 率性 の 反 省の 土 に 立 ち 、ま た ア ジ ア 言 語

重 視 の 方 針 か ら導入 さ れ た も の で あ る 。

L3 ． 総 合 講座 「諸 国語概説 」 の 導 入

　第 2 の 特徴 と し て は 、 1 学 年の 春 学 期 に 通 常 の 外 国 語 の 授業 が 行 わ れ ず 、代わ り に 「総

合 講座 ： 諸国語 概説 」 と い う
一

般教 育科 目が必 修 と して 提供 さ れ て い る こ と で あ る。 「総

133 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

9月 10日  　事例研究第 3室 （国際会議場 3階第 3会議室）

合 講座 亅 で は 、外国 語学習 に つ い て の オ リ エ ン テ ー
シ ョ ン を行 うの と 同時に 、イ ン テ ン シ

ヴ ・
コ

ー
ス の 6 言語 に つ い て 言語 的特 傲 ・文化 的背 景な ど を オ ム ニ バ ス 形 式で 概 説す る も

の で ・外 国 語 の 履 塀 相 の 選択 ‘こ腰 な基礎的鯔 が 与え られ る ． rn 合纏 」 は第 1 外
国 語 の 選 択性 を可能 に す る た め に は 欠 く こ と の で き な い 講 座 で ある 。

2．　英語 イ ン テ ン シ ヴ ・プ ロ グ ラ ム

2．1． 構 成

英語 の イ ン テ ン シ ヴ ・ブ ・ グ ラ ム で は 1 轍 の 群 期‘こ鶏 さ れ る T・EFL　 i、 よ る 翻 能
力別 ク ラ ス 黻 が 採用 され て い る ・ 1 学 年秋糊 の ク ラ ス 黻 は イ ・ テ ． シ ヴ ．

。
− Z を

通 じて 原 則 と し て 変わ ら な い が ・学生 の 能 力を 考 肌 て
一

緲 ラ ス 顛 を鋤 て い る ．

1 ク ラ ス の 学生数 ‘坪 均 し て 32〜 3 名 で ・学年 平 均 で約 5・0 名 の 学生 力・16ク ラ ス 1、、”、b．

れ て授業を 受 け て い る 。

授 業 は 躰 人 嬾 とネ イ テ イ ヴ ・ス ビ ーh − （NS ） カs担 当す る ． 教 鮴 成は 以 下 の 通
り で あ る。

　　　　　　　魁
専 任教 員　　　6 名

準専任教 員 　　0 名

非 常勤教員 　　 9 名

合 計　　　 　 15名

巡

3 名

5 名

7 名

15名

鰍

9 名

5 名

16名

30名

2．2． カ リ キ ュ ラ ム の 基本 的考 え方

英語 ブ ゜ ク ラ ム の 設 計‘・ 際 し て 淑 の よ うな 点 ‘・醐 し て U・る ． 現 在 、以下 の 基 本方針
の す べ て が 充 分‘こ実 現 さ れ て い る とは 9X な い カs，　 e 後の カ リ キ 。 ラ ム の 変靴 よ り、こ
う した 基本方 針を 生か し て い き た い と 考 え て い る 。

　（a 〕教 師中心か ら学 生中心 へ

　（b｝ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力 の 開 発 に む け て

　　　　
一知識 と して の 英 語か ら運 用 の た め の 英 語 ヘ

　　　　
ー

受信型 か ら発信 型 へ

　｛c）知的 刺激 に 満 ち た プ ロ グ ラ ム へ

（d｝大学教育 全体の カ リキ ュ ラ ム に 組 み 込 ま れ た 英語教育 へ

　　　
一

駢 暾 育 と の 関係 （暎 語鯖 か 丿キ ・ ラ ム に つ い て の ア ・ tr一 ト惨 照 ）

　　　
一英語 プ ロ ク ラ ム ・サ ポ ー

ト
・シ ス テ ム の 確立

　　　　　（ヴ ィ デ オ ・ラ イ ブ ラ リ 丶 海外研修 プ ロ グ ラ ム など）

　（e ）大 学 教 育へ 波 及効果 を持 つ プ ロ ク ラ ム へ

2．3． 英語運 用能力 の 開発 を 目指 す具体的授 業形 態 の 例
さ ま ざ ま 嬾 業瀦 が 試 み ら れ て い る が ・英語 の mm 重視 、 ・ ミ ． ニ ケ ーシ 。 ン 能力養

成 の 重 視 と い う点 で は 共肌 て い る ・ こ こ で lt、デ イ ス カ シ 。 ン 中心 の 授業、お よ び デ イ
ベ イ トを取 り入 れ た授 業の 試み に つ い て 述 べ る a
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ま ず、デ イ ス カ シ ョ ン 中心 の 授 業 の 1 形 態 と し て 、次 の よ うな 流 れ が 考 え ら れ る 。

｛1） 英語 の 資 料 （諭争 を引 き起 こ す 内 容 を含 む ｝を配 布 。 内容 の 口 頭発表 の グル ープ を

　 　指定 。

（2｝ 宿 題 と して ：　 資料 に つ い て 不 賛成 の 箇 所 を 指摘 し、な ぜ筆 者 の 意見 に 不賛成 なの

　 　か 、そ の 理 由 を レ ポ
ー

ト に ま と め る 。 （提 出 ）

｛3｝資料 の 内 容 に つ い て の 口 頭 発表 。　（プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン ・グ ル ープ に よ る ｝

（4） 5 〜 6 入 の グル
ープ に 分 か れ て の デ イ ス カ シ ョ ン 。 　（特 に 、筆 者 へ の 反 論 を 中心 に

　 　 して ）

〔5） ク ラ ス全 体 で の 意見 交換 。 　（進 行 役 は 学生 ある い は 教員 ）

次 に 、デ ィ ベ イ ト を取 り入れ た 授 業 の 概 要 に つ い て 述 べ る 。

　 （1）準 備 と し て

　 　　 　 一
デ ィ ベ イ ト の 意 義 ・形 式 ・目的 に つ い て の 講義 。

　 　　 　 一プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン の 仕方 に つ い て ヴ ィ デ オ を 見せ る 。

　　　　一
プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン お よ び デ ィ ベ イ トの た め の 表 現 練 習 （プ リ ン ト用 意 ） 。

　 （2） グ ル
ープ ・デ イ ス カ シ ョ ン に よ る論 題の 決 定

　 （3） グ ル ープ分 け （プ レ ゼ ン タ ー 5 名 ・肯 定側 5 名 ・否定 側 5 名 ・審判 員 15名 ）

　 （の 調 査 （1 〜 2 週 間 ）

　 （5〕 デ ィ ベ イ ト

プ レ ゼ ン タ ー

否定 側

プ レ ゼ ン ーテ
ー

シ ョ ン 　 （15 分 〕

肯定 側

、
s

　 、

　 、
　 ’’’

審判 員

肯 定側 立 論 　 〔5 分 ）

否 定側 尋 問 　 （10分 〕

否 定 側 立 論 　 （5 分 ）

肯定側 尋 問　 “ o分 〕

（休憩 ）　　 （10分 ）

質疑応 答 　 　 （20分 ）

要約 　 　 　 　 （5 分 ）

3． 検 討事項

　慶應 大学 で の 英 語 教 育の 新 し い 試 み は ま だ 始 ま っ た ばか り で あ る 。 まだ完成 さ れ た も の

と は程 遠 い 。 さ ま ざ ま な 検 討課 題 が 残 さ れ て い る が 、以 下 に そ の 幾 つ か を列 挙 し て お く こ

と に す る 。

　 〔1〕 認定制 度 の 導 入 に つ い て

　 〔2〕中級 ・上綴 英語 に つ い て

　 ｛3｝ 選 択 科 目 の 導 入 に つ い て

　 （4） コ
ーデ ィ ネ

ーシ ョ ン に つ い て
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1．　 外 国 語教 育全 体 の 枠組 み

1．1．　 カ リキ ュ ラ ム の 構成 と単位数

1 学年

2 学年

3 学年

春 学期

秋 学 期

春 学期

秋 学期

春 学期

総 合 講座 「諸 国 語 概 説 j

Intensive　Course 　（1｝

Intensive 　Course 　（II）

Intensive 　 Course （III｝

教 養 外 国語

9G分 x1 コ マ ／ 週 （2 単位 ）

50分 x8 ：1 マ ／ 週 （4 単 位）

50分 x 工Oコ マ ／週 （4 単位 ）

50分 x6 コ マ ／週 （4 単 位）

90分 x2 ：1 マ ／週 （4 単 位 ）

（註 1 ）卒業 に 必 要 な 外 国語科 目単位 数 は 16単位 。総合 講座 は
一

般教 育科 目。

（註 2 ） Intensive 　 Course 　の 週 あ た り の 授業 時間 数は 言語 に よ り多少 異 なる 。

〔註 3 ） 教養 外 国語 （ス ベ イ ン 語 ）は 3 学 年の 秋 学 期に も提 供 さ れ る 。

（註 4 ） こ の 他 に 英 語以 外 の 言 語 に っ い て は 3 ・4 学 年 に お い て 中 ・上 絞 コ
ー

ス

　 　　 （自由科 目 ｝ が 置か れ て い る 。）

LZ ．　 第 1 外国語 の 選択性 導 入

　　　　　藹

　　 　　 　英語

　　 　　 　 ドイ ツ 語

　　 　　 　 フ ラ ン ス 語

　　 　　 　中国 語

　　 　　 　朝鮮 語

　　 　　 　 マ レ ー ・イ ン ド ネ シ ア 語

之2撹 （星鼠）

16ク ラ ス （480 名 ）

4 ク ラ ス 〔120 名 ）

4 ク ラ ス （120 名 ）

3 ク ラ ス 　 〔90 名 ）

2 ク ラ ス 　 （50 名 ）

1 ク ラ ス 　 （30 名 ）

合 計 30ク ラ ス （9DO 名 ）

L3 ．　 総 合 講座 「諸 国語 概説 」 の 導 入

　 （a ）構成

　　 　　
一

オ リエ ン テ ーシ ョ ン （2 週 間 ） ： 外 国語 プ ロ グ ラ ム の 紹 介

　　　　
一各国 語 週 間 （6 週 闇 ） ： 開講 さ れ て い る 6 外 国語 の 紹 介

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　 （パ ネ ル ・デ イ ス カ シ ョ ン な ど 〕

　　 　　
一

入 門 コ
ー

ス （3 週 間 ） ； 各 言語 へ の 導 入 。 英 語 の 場 合 は フ ィ ル ム ・コ ース 。

　 ｛b｝履修 言語 の 選択 と 履修 申告 方法

　　　　
一

ア ジ ア 言語 （中 国語 ・朝鮮語 ・マ レ
ー ・イ ン ドネ シ ア 語 〕 ： ア ジ ア 言語週 間 が

　　 　　 　　終 了 し た 次の 週か ら先着順 で 受 け 付け 、 定 員に 達 した 時点 で 締 め 切 り 。

　　 　　
一

ヨ ーロ ッ パ 営語 （英語 ・独語 ・仏語 ） ： ア ジ ァ 言 語履修 申告 開始 よ り 2 週 間遅

　　 　　 　　れ て 受け 付 け 、必要 に 応 じ て 人数 調整 を 行 う 。
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2．　英語 イ ン テ ン シ ヴ
・プ ロ ク ラ ム

2．1． 構 成

　（a ）能 力 別 ク ラ ス 編 成 〔1 学 年の 春学 期 に 奚 施 す る TOEFL に よ る 。 ）

　　　　基 本 的 に は 1 学 年 秋 学 期 の ク ラ ス 編 成 は 工ntensive 　 Course を通 じ て 変 わ ら な い

　　　　が 、学 生 の 能 力 を 考 慮 して
一部 ク ラ ス 変 更 を認 め て い る 。

Cb） 日 本人 教貝 と ネ イ テ イ ヴ ・ス ピ ーカ
ー

（NS ） に よ る 授業形 態

専 任教 員

準 専 任教 員

非常 勤教 員

磁

6 名

0 名

9 名

NS3

名

5 名

7 名

饐

9 名

5 名

IS名

合 計 15名 ユ5名 3e名

2．2．　 カ リキ ュ ラ ム の 基 本 的考 え 方

　 （a 〕教 師 中心 か ら学 生 中心 へ

　 （b〕 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 開発 に む けて

　　　　一知 識 と して の 英 語 か ら 運用 の た め の 英 語 ヘ

　 　 　 　 ー受 信型 か ら 発信 型 へ

　 （c 】知 的刺 激 に 満 ち たプ ロ クラ ム へ

　 〔d〕 大 学 教 育 全体 の カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 まれ た 英 語 教 育 へ

　　　　一専門 教 育 と の 関 係 （r英 語教 育 カ リキ ュ ラ ム に っ い て の ア ン ケ
ー

ト」 参 照 〕

　　　　一英語 プ ロ ク ラ ム ・サ ポ
ー

ト ・シ ス テ ム の 確 立

　　　　　 （ヴ ィ デ 才 ・ラ イ ブラ リ
ー、海 外研 修 プ ロ グ ラ ム な ど ）

　 （e ｝ 大学 教育 へ 波 及 効 果 を 持 つ プ ロ グ ラ ム へ

2．3．　英 語 運 用 能 力 の 開発 を目指 す 具 体 的 授 業形 態の 例

　 （a ＞ デ イ ス カ シ ョ ン 中心 の 授 業

授 業 に て 宿 題 と し て
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（b）デ ィ ベ イ トを取 り入 れ た授 業

　 　｛1）準 備 と し て

　 　 　 一
デ ィ ベ イ トの 意 義 ・形 式 ・目的 に っ い て の 講 義 。

　 　 　 一プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン の 仕 方 に つ い て ヴ ィ デ オ を見 せ る 。

　 　 　
一

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン お よび デ ィ ベ イ トの た め の 衰 現練 習 （プ リ ン ト用意 ） 。

　 　（2） グル ープ ・デ イ ス カ シ ョ ン に よ る論題 の 決 定

　 　｛3） グ ル ープ 分 け （プ レ ゼ ン タ ー 5 名 ・プ ロ 5 名 ・
コ ン 5 名 ・審 判員 15名）

　 　｛4） 調 査 （1 〜 2 週 間）

　 　｛5） デ ィ ベ イ ト

プ レ ゼ ン タ ー

肯定 側 否 定側

’’
’

審 判 員

ブ レ ゼ ン
ー

テ
ー

シ ョ ン 　 （15 分 ）

肯定 側立 論　 （5 分 ）

否定 側尋問　　（10分 ）

否定 側立 諭 　 （5 分 ）

肯定 側 尋 問　 （10分 ）

（休 憩 ）　　 （10 分 ）

質疑 応答　 　 （20分 ）

要約 　　 　 　 （5 分 ）

（5）諭 題 に っ い て 、 授業 で の 討 諭 を 参考 に して 自分の 意 見 を レ ポ ー トに ま とめ る 。

3．　検討 事 項

　 〔a ）認定 制度 の 導入 に つ い て

　 ｛b） 中 級 ・上 級 英語 に つ い て

　 ｛c ）選択 科 目 の 導入 に つ い て

　 ｛d〕 コ ーデ ィ ネ ーシ ョ ン に つ い て
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